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北海道における土地利用特性を踏まえた流域治水の推進に関する研究 
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 頻発する水災害への備えとして流域治水のための各種施策が推進されてい

る。その中でも「田んぼダム」と呼ばれる取組は、雨水を貯留する効果や導入

及び維持管理の容易さのため国内で注目を集めている。更に北海道では大規模

な農業が展開されており、広大な水田地帯を治水に活用できる可能性があるた

め、北海道で田んぼダムの効果に関する検討を行うことは意義が大きい。 
 本研究では、下記①、②の達成目標を設定し、以下の成果を得た。 
① 田んぼダムにおける堰等の貯留機能を評価するモデル化手法の確立 
 道内における田んぼダムの実態把握や営農者ヒアリング等を行った結果、取

組に積極的な地域がある一方で、取組が不十分な地域もあることが判明した。

そのため田んぼダムの実効性をより高めるためには、取組による効果を明らかにし地元農家の理解を深める必要

がある。効果を明らかにすることを目的に、数値解析モデルの構築及び模型実験結果の再現検証等を実施し、田

んぼダムの貯留効果や流出抑制効果を定量的に評価可能であることを確認した。（論文リスト：2), 3), 4), 5)） 
② 北海道の大規模農地における土地利用特性を踏まえた貯留機能評価手法の提案 
 上述で構築した数値解析モデルの実スケールへの適用を想定した数値解析を実施した。田んぼダムの各種効果

が実スケールの解析上も再現可能であることを確認した。本研究で構築したモデルを活用することにより流域治

水に関心の高い営農者をはじめとした地元との合意形成支援に繋がることが期待される。（論文リスト：1)） 
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図-1 田んぼダムの効果に関す
る模型実験装置 
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Abstract: In this study, for developing a practical model for assessing the effect of paddy field dams, a 
medium-scale hydraulic experiment is conducted. Storage and discharge control effect is experimentally 
clarified using runoff control plate models. Then a numerical model is applied to the simulation of model 
experiments and basic performance is confirmed through the qualitative investigation. The model can be 
a useful tool for assessing the effect of paddy field dams in real scale in accord with farm-land 
characteristics. 
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